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【誤訳訂正書】
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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】シートおよびそれを備えた車両
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シートに関し、具体的には、車両のシート、特に自動車のシートおよびそれ
を備えた車両に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車のシートは、コストやスポーティー度／高級感のレベル等の要因に依存する、異
なる密度および圧縮性（圧縮性能＝compressibility）のフォームパッド（foam padding
）を使用して作製される。スポーツカーのシートに使用されるフォームは、高いレベルの
支持性、特に横方向の支持性を与えるために、典型的には、比較的硬くかつ比較的薄いも
のになる。スポーツ車のシートにおいて、フォームは、ハードシェルに取り付けられ、そ
のハードシェルは、典型的には、脚／臀部の横方向の動きを制限するためのシートのクッ
ションの両側の奥行きのある支持体と、体の横方向の動きを制限するための背もたれの両
側の追加的な奥行きのある支持体と、を含んでいる。一方、最高級車の市場では、シート
のクッションの両側の支持体は、比較的浅く、シートに入ることおよびシートから出るこ
とを容易にするために、クッション自体の形状によって形成され、同様に、出入りを補助
するために、背もたれの両側のボルスターは浅くなっている。高級車におけるシートのク
ッションや背もたれのフォームパッドは、高度のクッション性および快適性をもたらすよ
うに、柔らかくかつ厚くする傾向がある。これら２つの市場区分の間では、許容可能なコ
ストで十分な快適性をもたらすように、硬くて薄いフォームと、柔らかくて厚いフォーム
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との間で妥協がなされている。
【０００３】
　異なる硬度の複数のフォームが設けられたシートが提案されている。例えば特開２０１
０－１４２５７１および米国特許出願公開２０１０／０１３３８９１はともに、シートク
ッションが、（一般的に安く製造される）硬い下部層と、快適性のための柔らかい上部層
と、を有するシートを開示している。一方、仏国特許出願公開２９４２４２３は、ボルス
ターを、発泡体で被覆されたハードシェルとして形成するのではなく、より柔らかい発泡
体から成る中央領域と一緒に成形物で形成された硬い発泡体から形成されたシートパッド
を開示している。
【０００４】
　本発明は、特に高級車用シートの提供に関し、そのシートの場合、見栄えとともに快適
性のために、高度の柔軟性が必要である。高度の柔軟性は、上述したように、厚くて柔軟
な発泡体の使用によって得ることができるが、柔軟な発泡体から成る厚い層に内張り（up
holstery）が施されるとき、発泡体の外側縁部における、内装材料、例えば革張りの張力
が発泡体を圧縮し、しわを付け、「ギャッピング（隙間の生成）」を含む、視覚的に許容
できない結果を生じる可能性があり、この場合、内張りの下に隙間が見られる可能性があ
り、発泡体は、内張りに対して外向きの圧力を加えられない。このことは、内張りとその
下の発泡体の間に知覚可能なエアギャップをもたらす。背もたれにおけるこれらのしわに
よるギャップは、シートの横方向の支持性および快適性を低下させる可能性がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の実施の形態の課題は、柔軟なフォームパッドに関連する快適性を犠牲にするこ
となく、この問題を克服することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明によれば、パッドを有するメインクッションと、パッドを有するシールドとを備
えるシートであって、シールドのパッドは第１の圧縮性（圧縮性能＝compressibility）
を有し、メインクッションのパッドは第２の圧縮性を有し、第１の圧縮性は、第２の圧縮
性よりも低い。
【０００７】
　当業者により良く理解されるように、高い圧縮性を備えた材料は柔らかく、その圧縮性
の大きさ(量＝volume)は、ｋＰａで低い値を有し、それに対して、低い圧縮性を備えた材
料は硬く、ｋＰａで高い値を有している。
【０００８】
　メインクッションよりも圧縮性が小さいシールドの装備は、すき間（gapping）、しわ
（creasing）、その結果として生じる横方向の支持性の不足を低減／防止することができ
る。
【０００９】
　シールドは、薄い層状体として形成することができる。
【００１０】
　シールドは、厚さ５ｃｍ未満、例えば３ｃｍ未満、例えば厚さ１．５ｃｍ～２．５ｃｍ
、例えば厚さ２ｃｍ（すなわち約２ｃｍ厚）とすることができる。厚さは、シールドの平
均厚さであってもよい。
【００１１】
　シールドは、その最も厚い部分における厚さである第１の厚さを有し、メインクッショ
ンは、その最も厚い部分における厚さである第２の厚さを有し、第２の厚さは、第１の厚
さよりも大きくすることができる。
【００１２】
　メインクッションは、乗員が着座するシートパン（seat pan）のクッション、すなわち
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シートクッションとすることができ、メインクッションは、背もたれのクッション、すな
わち乗員の背中がもたれるバックレストクッションとすることができる。また、シートク
ッションおよびバックレストクッションはともに、それらの周囲の少なくとも一部を取り
囲むシールドを備える本発明によるメインクッションであってもよい。
【００１３】
　いずれにしても、シールドは、メインクッションの横方向側部、および任意に、メイン
クッションの前部および／または後部の一部を保護することができる。シールドは、横方
向側部の少なくとも一部、例えばその周囲角部の少なくとも一部を包囲してもよく、横方
向側部の実質的に全部、例えば開口部が設けられた領域、例えばシートの側部に設けられ
たコンポーネント／制御部を除く、横方向側部の全体を包囲してもよい。
【００１４】
　メインクッションは、中央部と、側方ボルスター部と、を備えてもよい。上述したよう
に、メインクッションは、バックレストクッションであってもよい。その場合、中央部は
、背側支持部であってもよい。側方ボルスター部は、中央部と分けてもよく、または中央
部と一体化してもよい。
【００１５】
　ボルスター部は、側方外側部を備えてもよく、シールドは、側方ボルスター部の側方外
側部を保護してもよい。シールドは、側方ボルスター部の側方外側部の少なくとも一部、
例えば横方向側部の実質的に全部、例えば制御部等のために開口部が設けられている領域
を除いた側方外側部の全体を包囲してもよい。
【００１６】
　ボルスター部は、使用中に前方（すなわちシートに着座している乗員の前方の方向）に
向けられた前面と、側方ボルスター部の側方外側部と前面の間の前方角部と、を備えても
よい。シールドは、ボルスター部の前方角部の周囲に延びてもよく、ボルスター部の前面
の少なくとも一部を覆ってもよい。ギャッピング／しわの問題は、シートの一方の側部の
みに影響を与える可能性があり、その場合、シールドは、一方の横方向側部のみを、必要
に応じて一方の前方角部のみを保護してもよい。
【００１７】
　さらに、シールドは、後方角部の少なくとも一部の周囲に延び、メインクッション／バ
ックレストの後の横方向縁部の少なくとも一部を覆ってもよい。
【００１８】
　バックレストは、メインクッションがそれに取り付けられる支持フレームを備えてもよ
く、シールドは、その支持フレームの横方向縁部の少なくとも一部の周囲に延びてもよい
。
【００１９】
　支持フレームは、側方ボルスター支持体を備えてもよく、シールドは、側方ボルスター
支持体を包囲してもよい。
【００２０】
　中央部の圧縮性と、側方ボルスター部の圧縮性は、互いに異なってもよく、そのため、
シートは、第１の圧縮性を有するパッドで形成されたシールドと、第２の圧縮性を有する
パッドを備える中央部および第３の圧縮性を有するパッドを備える側方ボルスター部で形
成されたメインクッションと、を備え、第１の圧縮性が第２の圧縮性および第３の圧縮性
よりも小さい。
【００２１】
　第２の圧縮性、すなわち中央部（例えば背側支持部）の圧縮性は、第３の圧縮性よりも
高くすることができる。したがって、そのクッションは、比較的柔らかい中央部と、比較
的硬い側方ボルスター部と、さらに硬いシールドと、を有することになる。
【００２２】
　前記第１の圧縮性の大きさは、少なくとも５ｋＰａ、例えば少なくとも１０ｋＰａ、例
えば約１３～２８ｋＰａ、例えば１５ｋＰａ（すなわち約１５ｋＰａ）とすることができ
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る。
【００２３】
　前記第２の圧縮性の大きさは、１０ｋＰａ未満、例えば６ｋＰａ未満、例えば３～５ｋ
Ｐａ、例えば４ｋＰａ（すなわち約４ｋＰａ）とすることができる。
【００２４】
　前記第３の圧縮性の大きさは、５～１０ｋＰａ、例えば５～８ｋＰａ、例えば５～７ｋ
Ｐａ、例えば６ｋＰａ（すなわち約６ｋＰａ）とすることができる。
【００２５】
　シートは、メインクッションの上に設置されたヘッドレストを備えてもよく、シールド
は、そのヘッドレストの下に延びてもよい。
【００２６】
　シートは、メインクッションの中央の背側支持部の前方に、３Ｄ換気スペーサ層から成
る層をさらに備えてもよい。
【００２７】
　シートは、メインクッションの前方に、ヒータフォームから成る層をさらに備えてもよ
い。ヒータフォームは、中央の背側支持部の前方に配置することができ、また任意に、ボ
ルスター部の前方に配置してもよく、および３Ｄ換気スペーサ層から成る層の前方に配置
してもよい。
【００２８】
　シートは、シールドの周囲に張られた内張りを備えてもよい。
【００２９】
　シート張りは、革、スエード、アルカンターラ（登録商標＝合成超極細繊維パイル織物
材料）、それらの模造物、プラスチック材料、または他の何らかの適切な材料から選択す
ることができる。具体的には、シート張りは、革、スエード、アルカンターラ（登録商標
＝合成超極細繊維パイル織物材料）、例えばその上のしわやギャッピングが特に目立つ革
から選択してもよい。
【００３０】
　パッド、すなわちメインクッションのパッドおよび／またはシールドのパッドは、発泡
体とすることができる。中央の背側支持部および側方ボルスター部のいずれかまたは両方
は、発泡体とすることができる。別法として、例えばパッドは、スペーサ材料から成って
いてもよい。
【００３１】
　パッド、すなわちメインクッションのパッドおよび／またはシールドのパッドは、３０
ｋｇ／ｍ３～１００ｋｇ／ｍ３、例えば５０ｋｇ／ｍ３～８０ｋｇ／ｍ３、例えば６０ｋ
ｇ／ｍ３～７０ｋｇ／ｍ３、例えば約６５ｋｇ／ｍ３の密度を有してもよい。側方ボルス
ター部の中央の背側支持部のいずれかまたは両方のパッドは、３０ｋｇ／ｍ３～１００ｋ
ｇ／ｍ３、例えば５０ｋｇ／ｍ３～８０ｋｇ／ｍ３、例えば６０ｋｇ／ｍ３～７０ｋｇ／
ｍ３、例えば約６５ｋｇ／ｍ３の密度を有してもよい。
【００３２】
　シートは、自動車のシートであってもよい。
【００３３】
　本発明の第２の態様は、上述したようなシートを備えた、自動車等の車両を提供するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
　次に、本発明をより明確に理解するために、本発明の実施の形態を、単なる例示として
、および添付図面を参照して説明する。
【図１】本発明の自動車のシートのバックレストのパーツの等角分解図である。
【図２】本発明のバックレストを有する自動車のシートを備えた自動車の部分斜視図であ
る。



(5) JP 2017-537736 A5 2020.5.7

【発明を実施するための形態】
【００３５】
　図１を参照すると、自動車のシートのバックレストは、支持フレーム１と、シールド２
と、メインクッション３と、３Ｄ換気スペーサ層４およびヒータフォームから成る層５と
、を備えている。単純化のため、バックレストを仕上げるための従来の追加的な材料、例
えばシート張り、トリム、クリップ、およびシートの動き／加熱／冷却のためのアクセサ
リ等は、図１には示されていない。
【００３６】
　支持フレーム１は、硬くて強固な材料、例えば金属、または軽量な代替物から形成され
、実質的に平坦で、概して矩形状の長手方向に穴が開いているバックプレート１１を備え
ている。バックプレートの各面には、メインクッション３への接続のために、前方に延び
ている側方ボルスター支持体１２が設けられている。この実施の形態では、一方の側方支
持体１２には、シートの電子機器のパーツを収容するために、その下端にハウジング１３
が備えられ、また、製造中に、それにクリップされ、または別の方法でそれに取り付けら
れるメインクッション３と位置合わせするために、位置合わせ突出部１４が、一方の側方
支持体１２に平行におよびその内側で前方に延びている。
【００３７】
　シートのメインクッション機能をもたらすメインクッション３は、使用時に、バックプ
レート１１の前部に取り付けられる、中央の背側支持部３１を備えている。メインクッシ
ョン３の中央の背側支持部３１は、柔らかくかつ厚く、例えば平均厚さが約５ｃｍで、圧
縮性が４ｋＰａで、密度が６５ｋｇ／ｍ３の柔らかい発泡体で形成される。その支持部は
、乗員の背中に適合するように形成され、腰部の支持のために下方領域がより厚くなって
おり、および上方に向かって輪郭形成されている。８つの丸みを帯びた矩形状凹部３２が
、中央の背側支持部３１に設けられ、それらの凹部は、中央の背側支持部３１に沿った下
方に向かう中心線の両側にそれぞれ４つ２つのラインに対称的に配設されている。これら
の凹部３２は、溝によって接続され、および小さな溝に配設されているパイプによって接
続されているマッサージ空気袋を収容することができる。中央の背側支持部３１の上には
、肩支持部３３が設けられている。肩支持部３３は、中央の背側支持部３１よりも幅広に
なっており、および２列の凹部３２と一致する凹部３４のペアも備えている。肩支持部３
３の側部は、乗員の肩に対して横方向の支持を与えるように前方に延びており、また、凹
部３５が、ヘッドレストの支持構造（図示せず）を収容するために、肩支持部３３の上部
に設けられている。
【００３８】
　中央の背側支持部３１の両側には、側方ボルスター３６が設けられている。各側方ボル
スター３６は、例えば６ｋＰａの圧縮性および６５ｋｇ／ｍ３の密度を有する、わずかに
硬く、柔軟で厚い発泡体から形成されている。側方ボルスター３６は、特に該シートを備
えた車両が向きを変えたとき、乗員の体の側部を横方向に支持するため、肩支持部３３の
前方に延びる側部の下方で、前方に延びている。
【００３９】
　側方ボルスター３６は、それらのボルスターが、肩支持部３３の前方に延びている側部
に直面する上部と、その底部との間で前方に突出するように湾曲され、一旦組み立てられ
たとき、それらのボルスターは、シートパン（図示せず）に直面している。側方ボルスタ
ー３６は、概して平坦な外側部３７を有し、中央の背側支持部３１に適合するように、内
側で凸曲線に追従している。そのため、側方ボルスター３６の平坦な外側部３７が側方ボ
ルスター３６の前面に接する角部では、その前面は湾曲している。凹部３８が、側方ボル
スター３６の外側部３７に設けられ、その凹部には、側方ボルスターの内側対向面（乗員
）を内側に締め付けて、細身の乗員にきつい支持性または良好な支持性を与えるために、
機構、例えば膨張式パッドを設けてもよい。
【００４０】
　シールド２は、約１５ｋＰａの圧縮性、同様の密度、例えば６５ｋｇ／ｍ３およびたっ
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た２ｃｍ未満の平均厚さを有する硬めのフォームパッドで形成される。
【００４１】
　使用時に、シールド２は、しわやギャッピングを引き起こすことなく、シート（図示せ
ず）を押し付けて張ることができる面を形成するために、メインクッション３の側面およ
び上部を包囲する。シールド２は薄く、この場合、その全体形状にわたって平均で約２ｃ
ｍ厚しかない。より小さな圧縮性であり、およびより小さな柔軟な面を与えることを考慮
すると、シールド２は、メインクッション３の乗員支持面には延びていない。それにもか
かわらず、フォームパッドで形成されているということは、それでも内貼りが、圧縮性発
泡材料から形成されると判断され、そのことが高級感に関連していることを意味している
。
【００４２】
　したがって、シールド２は、概して矩形状の形状を有する平らな上部２１を備えている
が、肩支持部３３の前方に延びる側部と一致して上方に延びる、メインクッション３の上
方に延びる肩甲骨部分に重なって延びるように、側部で上方に向かって湾曲している。開
口部２２は、肩支持部３３の上部のヘッドレスト支持構造収容凹部３５と一致して、シー
ルド２の平らな上部２１を通って延びている。
【００４３】
　平らな上部２１の上方に向かって湾曲した側部から、サイドガード２３が下方に向かっ
て垂下している。サイドガード２３は、メインクッション３の側部の形状に追従し、肩支
持部３３の外側面および側方ボルスター３６の平坦な外側部３７の形状に適合している。
したがって、それらは、側方ボルスター３６の突出部を収容するように前方に湾曲して、
先端まで下方に向かって先細りになっている。サイドガード２３は、側方ボルスター３６
の平坦な外側部３７を覆うだけではなく、ボルスター３６の前方および後方の縁部の周囲
に延びていて、側方ボルスター３６の前面および裏面と一体化するように先細りになって
いる丸み部２４も有している。丸み部２４は、ボルスターの圧縮性に影響を与えて不快な
乗員支持面を形成することなく、縁部の領域におけるしわ付き／ギャッピングの防止に役
に立つのに十分であるように、短い距離（例えば約３ｃｍ）だけ側方ボルスター３６の前
面および裏面の周囲に延びている。
【００４４】
　また、開口部２５が、例えばシート調節機構（図示せず）を作動させるための制御機構
（図示せず）を収容するために、一方または両方のサイドガード２３に設けられていても
よい。
【００４５】
　厚さが約１ｃｍの３Ｄスペーサファブリックから成る層であり、使用時に、メインクッ
ション３の中央の背側支持部３１の前方に位置する３Ｄ換気スペーサ層４が、側方ボルス
ター３６の内側に設けられている。したがって、３Ｄ換気スペーサ層は、概して矩形状で
あり、中央の背側支持部の前面と同じ形状を備えている。中央の背側支持部３１と概して
同じ形状であるが、３Ｄ換気スペーサ層の縁部を密封するために、およびシートの前方か
ら空気を排出してシート内の乗員を涼しくするために、縁３９の前面と３Ｄ換気スペーサ
層の前面とが同一平面にあるように、３Ｄ換気スペーサ層４は、約１ｃｍだけ前方に延び
幅が約１ｃｍである、中央の背側支持部３１の縁３９の内側に位置するように、わずかに
小さく、例えば２ｃｍ狭くかつ２ｃｍ短くなっている。
【００４６】
　そして、ヒータフォームから成る層５（すなわちシートを温めるための加熱要素を含む
フォーム）が設けられている。ヒータフォームから成る層は、組立を容易にするために４
つのピースで形成され、すなわち中央のヒータフォームピース５１は、中央の背側支持部
３１と同じ形状を有しており、使用時には、３Ｄ換気スペーサ層４の前方に位置する。２
つの側方のヒータフォームピース５２は、シールド２の丸み部２４と、中央のヒータフォ
ームピース５１の側縁部との間に延びている、側方ボルスター部の乗員支持面を覆ってい
る。そして、上方のヒータフォームピース５３は、概して矩形状の中央部と、上方および
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下方に延びている両側の翼部とを備えた、幾分かダンベル状の、メインクッション３の肩
部３３の前面（乗員支持面）と同じ形状を有している。
【００４７】
　シートのバックレストは、まず、側方ボルスター３６と、肩支持部３３と、中央の背側
支持部３１を一緒に接着してメインクッション３を形成した後、シールド２をメインクッ
ション３の周囲に接着する。その結果、サイドガード２３が、側方ボルスター３６の周囲
に配設され、平らな上部２１が肩部３３の上部に接着されることによって（メインクッシ
ョン３およびシールド２の様々な部分を同じ型で形成することが可能であり、その結果、
接着工程が必要ないことが期待される）、図１に示すパーツから形成される。次に、メイ
ンクッション３の裏面が、（例えばクリップ等の手段によって）支持フレームの前面に取
り付けられ、メインクッション３によって形成されるパッドの後の安定性を提供するため
に、支持フレーム１の位置合わせ部分１４とメインクッション３の裏面の位置合わせ溝（
図示せず）をぴったり合わせ、側方ボルスター支持体１２をメインクッション３の溝（図
示せず）に、またはメインクッション３とシールド２との間に差し込む。
【００４８】
　部品は、メインクッションの中央の背側支持部３１の前方の凹部３２に導入され、３Ｄ
換気スペーサ層４が、縁３９の内側の、部品の前方に取り付けられる。次いで、ヒータフ
ォーム５が、メインクッション３の乗員支持面に当てられて、（３Ｄ換気スペーサ層の前
方の）中央の背側支持部３１と、両側方ボルスター部３６と、肩支持部３３とを覆って、
それらに付着される。
【００４９】
　このようにしてバックレストを組付けた状態で、バックレストの何らかの更なるコンポ
ーネントを取り付けてもよい。また、シート張り、例えばレザーパネル（図示せず）が、
ねじおよび固定具を用いて、それらのパネルを一緒に縫い付けるという従来の方法によっ
て張られる。このカバーは、固定具がシートの表面に接続された状態で、袋状のシートに
被せられる。シートの側部を覆っているレザーパネルは、柔らかいメインクッション３に
当接させるのではなくシールド２のサイドガード２３の周囲に張られ、したがって、特に
丸み部２４が延びている、バックレストの側部の前方周縁と後方周縁の間の張力によって
、それらの領域が圧縮されるのを防ぐメインクッション３よりも低い圧縮度（すなわちｋ
Ｐａでより高い値の圧縮性）のため、バックレストの側部にしわが付いたり、目立つギャ
ップが形成されることがなくなる。
【００５０】
　図２を参照するとき、内張りされたバックレスト６を、従来の手段によって自動車のシ
ート７に組み込み、自動車８に組み込むことができる。
【００５１】
　上記実施の形態は、単に例示として記載されている。添付クレームにおいて定義される
本発明の範囲から逸脱することなく、多くの変形例が可能である。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パッドを有するメインクッションと、パッドを有するシールドと、を備え、
　前記シールドのパッドは第１の圧縮性を有し、前記メインクッションのパッドは第２の
圧縮性を有し、前記第１の圧縮性は前記第２の圧縮性よりも低い、シート。
【請求項２】
　前記シールドは、前記メインクッションより薄い層状体として形成されている、請求項
１に記載のシート。
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【請求項３】
　前記シールドは、厚さが５ｃｍ未満である、請求項１または２に記載のシート。
【請求項４】
　前記シールドは、厚さが３ｃｍ未満である、請求項１～３の何れか１項に記載のシート
。
【請求項５】
　前記シールドは、厚さが１．５ｃｍと２．５ｃｍの間にある、請求項１～４の何れか１
項に記載のシート。
【請求項６】
　前記シールドは、厚さが２ｃｍである、請求項１～５の何れか１項に記載のシート。
【請求項７】
　前記シールドは、平均厚さが２ｃｍであり、
　前記メインクッションは、平均厚さが５ｃｍである、請求項１～６の何れか１項に記載
のシート。
【請求項８】
　前記メインクッションは、シートパンのクッションである、請求項１～７の何れか１項
に記載のシート。
【請求項９】
　前記シールドは、前記メインクッションの側部を取り囲む、請求項１～８の何れか１項
に記載のシート。
【請求項１０】
　前記シールドの一部は、乗員がシートに着座しているときにその乗員の前方に向けられ
た部分であるメインクッションの前部の一部および／またはその乗員の後方に向けられた
部分である後部の一部を取り囲む、請求項１～９の何れか１項に記載のシート。
【請求項１１】
　前記メインクッションは、中央部と、側方ボルスター部と、を備える、請求項１～７の
何れか１項に記載のシート。
【請求項１２】
　前記側方ボルスター部は、横方向外側部を備え、前記シールドは、バックレストの前記
側方ボルスター部の横方向外側部を保護する、請求項１１に記載のシート。
【請求項１３】
　前記側方ボルスター部は、乗員がシートに着座しているときにその乗員の前方に向けら
れた前面と、前記側方ボルスター部の横方向外側部と前記前面の間の前方角部と、を備え
、前記シールドは、前記側方ボルスター部の前記前方角部の周囲に延び、前記シールドの
一部が、前記側方ボルスター部の前面の少なくとも一部を覆う、請求項１２に記載のシー
ト。
【請求項１４】
　前記メインクッションは、バックレストクッションであり、前記シールドは、後方角部
の少なくとも一部の周囲に延び、バックレストの後部の横方向縁部の少なくとも一部を覆
う、請求項１２または１３に記載のシート。
【請求項１５】
　前記シートは、前記メインクッションが取り付けられる支持フレームを備え、前記シー
ルドは、前記支持フレームの横方向縁部の少なくとも一部の周囲に延びる、請求項１１～
１４の何れか１項に記載のシート。
【請求項１６】
　前記支持フレームは、側方ボルスター支持体を備え、前記シールドは、前記側方ボルス
ター支持体を包囲する、請求項１５に記載のシート。
【請求項１７】
　前記中央部の圧縮性と前記側方ボルスター部の圧縮性は互いに異なり、前記シートは、
第１の圧縮性を有するパッドを有するシールドと、第２の圧縮性を有するパッドよりなる
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中央部と、第３の圧縮性を有するパッドよりなる側方ボルスター部とからなり、前記第１
の圧縮性は、前記第２の圧縮性および前記第３の圧縮性よりも小さい、請求項１１～１６
の何れか１項に記載のシート。
【請求項１８】
　前記第３の圧縮性は、前記第２の圧縮性よりも小さい、請求項１７に記載のシート。
【請求項１９】
　前記第１の圧縮性の大きさは、少なくとも５ｋＰａである、請求項１～１８の何れか１
項に記載のシート。
【請求項２０】
　前記第１の圧縮性の大きさは、少なくとも１０ｋＰａである、請求項１９に記載のシー
ト。
【請求項２１】
　前記第１の圧縮性の大きさは、１３～２８ｋＰａである、請求項２０に記載のシート。
【請求項２２】
　前記第１の圧縮性の大きさは、１５ｋＰａである、請求項２１に記載のシート。
【請求項２３】
　前記第２の圧縮性の大きさは、１０ｋＰａ未満である、請求項１～２２の何れか１項に
記載のシート。
【請求項２４】
　前記第２の圧縮性の大きさは、６ｋＰａ未満である、請求項２３に記載のシート。
【請求項２５】
　前記第２の圧縮性の大きさは、３～５ｋＰａである、請求項２４に記載のシート。
【請求項２６】
　前記第２の圧縮性の大きさは、４ｋＰａである、請求項２５に記載のシート。
【請求項２７】
　前記第３の圧縮性の大きさは、５～１０ｋＰａである、請求項１７～２６の何れか１項
に記載のシート。
【請求項２８】
　前記第３の圧縮性の大きさは、５～８ｋＰａである、請求項２７に記載のシート。
【請求項２９】
　前記第３の圧縮性の大きさは、５～７ｋＰａである、請求項２８に記載のシート。
【請求項３０】
　前記第３の圧縮性は、６ｋＰａである、請求項２９に記載のシート。
【請求項３１】
　前記メインクッションの上に設置されたヘッドレストを備え、
　前記シールドは、前記ヘッドレストの下に延びる、請求項１４に記載のシート。
【請求項３２】
　前記シートは、前記メインクッションの中央の背側支持部の前方に、３Ｄ換気スペーサ
層から成る層をさらに備える、請求項１～３１の何れか１項に記載のシート。
【請求項３３】
　前記シートは、メインクッションの前方に、ヒータフォームから成る層をさらに備える
、請求項１～３２の何れか１項に記載のシート。
【請求項３４】
　前記ヒータフォームは、中央の背側支持部の前方に配置する、請求項３３に記載のシー
ト。
【請求項３５】
　前記シートは、前記シールドの周囲に張られた内張りを備える、請求項１～３４の何れ
か１項に記載のシート。
【請求項３６】
　前記内張りは、革、スエード、合成超極細繊維パイル織物材料から選択される、請求項
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３５に記載のシート。
【請求項３７】
　前記内張りは、革である、請求項３６に記載のシート。
【請求項３８】
　前記メインクッションのパッドおよび／または前記シールドのパッドは、発泡体である
、請求項１～３７の何れか１項に記載のシート。
【請求項３９】
　前記シートは、自動車用のシートである、請求項１～３８の何れか１項に記載のシート
。
【請求項４０】
　請求項１～３９の何れか１項に記載のシートを備えた車両。
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